
 

 

 

◎…よくできている ○…おおむねできている △…一部できていないところがある  

団体名 ステップ ふじ元気ひろば NPO 法人白井助け合いネット 

事業概要 

[事業名] 
学習支援 

[事業目的] 
経済的な理由等で支援が必要な子供への学習支援 

[内容] 
市内中学生に対し、少人数指導による学習指導 

[事業名] 
子ども・子育て世代・高齢者・障害者等への支援交流事業 

[事業目的] 
世代間交流、子供の居場所づくり、食育 など 

[内容] 
市の子どもから高齢者との季節野菜の栽培や元気食堂の提供 

[事業名] 
ふれあいサロン事業 

[事業目的] 
介護施設と地域の連携、及び介護予防の貢献 など 

[内容] 
老人ホーム等でのサロンの開催 

補助事業の進捗事

業について、計画 

通 り に 事 業 は 

進 ん で い る か 

○ ◎ △ 
・ 受講生、講師ともに事前に予定表を提出してもらい、計画

的に進むように配慮している。 

・ 大学生の講師スタッフの加入が思わしくない。 

・ 今後は講師への講師料等が支払えるようにしたい。 

・ 今年は天気に恵まれ、各月 1回ずつ実施している。 

・ 参加人数は平均 40 人前後、新規参加の人もいる。 

・ ステップの学習支援と協働企画を実施したが、上手くいか

ず、今後の検討課題である。 

・ 告知方法については計画通り実施。 

・ サロン開催 3ヶ所のうち、2ヶ所は施設との話し合いがつ

かず、実施できていない。 

・ こいのぼり祭りに参加し、団体の知名度アップを図った。 

補助金の活用状況

について計画通り

に活用しているか 

◎ ○ △ 
・ 賛助会員を確保するように努めている。（現在 54口） 

・ 補助金がほぼ全て会場費になっている現状。 

・ 活動を発展させていくには会場費の負担減が必須。 

・ 昨年度を参考に予算編成したので、大きな乖離はない。 

・ こいのぼり祭りに出店することで、自主財源を確保した。 

・ 人員の関係でふるさと祭りには出店できなかった。 

・ 消耗品等については問題なく支出されている。 

・ 事業を進める中で急遽必要となった消耗品が発生してい

る。 

市民活動推進委員

からの 

審査コメント 

【要旨抜粋】 

[審査コメント] 
① 地道に実績を積み重ね、全市域での展開にステップアップ

するよう期待しています。 

② 大学生のボランティア、指導スタッフを確保するため、広

く声掛けを行うとともに、対象の児童へのフォローをしっ

かりと行ってください。 

[審査コメント] 
① 十分な安全管理の上、さらに参加者を増やしてください。 

② 農作業を通じ、世代間交流や地域の居場所づくりとしての

機会をさらに充実させられるよう取り組んでください。 

③ 冨士センターと協力し合い、センターを有効活用すること

により、さらに広がりのある事業を目指してください。 

[審査コメント] 
① 地域にある施設と地域住民とがかかわりを持ち、集いの場

を作る良い事業だと思いますので、経費などに留意しなが

らさらなる展開に期待します。 

② 社会福祉施設で開催する意義を地域に十分に周知しつつ、

施設から協力が得られるよう働きかけを行ってください。 

対応について 

① ふじ元気ひろばと連携し、冨士地区で事業を実施。 

① 現状は講師 11 名、受講生 11 名で、余裕をもって児童のフ

ォローを行っている。 

② 引き続き大学生ボランティア確保のため、広報を行う。 

① 地区社協の皆さんとボランティアの方々に支えられ、多く

の方に参加してもらっている。 

② 収穫した野菜を施設や高齢者の方に届けている。 

③ 冨士センターと協力（部屋の提供）し、地域の核となるよ

う頑張っている。 

① 現在 1施設しか交流できていないが、今後も他の施設職員

と交流・連携を図っていく。 

② 団体の理事たちが一緒にテーブルにつき、参加者が施設の

職員と交流している。 

団体活動の活性化

と自立の課題 

について 

・ 市からの補助金が会場費でなくなってしまう現状を変える

方法を考えなければならない。 

・ 自主財源の増加を目指す必要がある。 

・ 内容によっては多くのボランティアが必要であり、募集を

行う必要がある。 

・ さらに活動を充実させるため、「子供の未来応援基金」に

応募した。 

・ 冨士だけでなく市内全域に知ってもらえるように広報活動

を広げたい。 

・ 一番大きな課題は人材確保である。 

・ 活動拠点について、ニュータウン地区は集会場が比較的多

いという強みがあるが、在来地区には少なく、実施場所を

探すのに苦労する。 

・ 他団体と連携したいが、市内でどのような団体がどのよう

な活動をしているのか調べる手段がなく困っている。 

市からのコメント 

・ 現状では講師が足りないわけではないので、事業方針と照

らし、必要に応じて大学生スタッフを確保してください。 

・ 会場の確保については、現在子育て支援課が中心となって

検討中であるため、情報があり次第提供します。 

・ 民間の助成金情報の提供や、補助金講座をまちサポで実施

しているので、活用してほしい。 

・ 他団体との協働による取り組みは非常に素晴らしいもので

ある。今後も是非実施を検討してほしい。 

・ ふるさと祭りなど、財源が確保できる機会を見据えて活動

してほしい。 

・ 冨士センターは 3小学区の中核となる施設であり、今後更

なる協働に期待します。 

・ 施設側も忙しく、なかなか協議する場が得られず大変だと

思いますが、粘り強く実施してください。 

・ 祭り等で PR できたことは良かったと思います。 

・ まちサポにおいて順次市民活動団体の情報を発信していく

ので、ぜひ活用してほしい。 
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